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中矢下遺跡Ａ区出土石槍の再検討
―縄文時代前期後半の石槍との比較―

水村　雄功

要旨　飯能市の中矢下遺跡Ａ区では、縄文時代草創期と推定される石槍が単独出土で複数個体
確認されている。この石槍は、旧石器時代終末から縄文時代草創期の石槍には見られない石材
が用いられ、当該期には埼玉県西部の在地石材を利用している集団の存在が推定されていた。
　しかし、縄文時代前期の石槍は、単独出土状態であるとしばしば縄文時代草創期の石槍と誤
認される傾向にある。縄文時代前期の諸磯式土器に共伴するとされる片岩や粘板岩、ホルンフェ
ルスなどを素材とする石槍は、主要剥離面あるいは自然面を大きく残し、周縁を加工するとい
う特徴がある。中矢下遺跡Ａ区出土の石槍と多摩ニュータウンNo.753 遺跡の縄文時代前期後
半とされる石槍を比較した結果、石材・加工技術ともに類似点が確認された。ここでは、出土
した石槍を比較し、中矢下遺跡 A区出土石槍の時期について再検討する。

はじめに

　2018年 11月に開催された岩宿フォーラム

2018「大形尖頭器の技術組織―岩宿時代の終焉

を探る―」にて、筆者は大宮台地をはじめとする

埼玉県内、及び東京都の武蔵野台地出土・表採の

旧石器時代終末～縄文時代草創期（以下縄文時代

移行期）に比定される槍先形尖頭器（以下石槍 

註１）の集成を行った (水村・大久保2018）。

　大宮台地、武蔵野台地北東部、埼玉県北西部で

みられる当該期の石槍は、単独出土・表採資料の

みであり、石器集中を持つ遺跡がないという大き

な特徴がある。そのような状況の中、単独出土で

ありながらも複数個体の出土が確認されている稀

有な遺跡として、中矢下遺跡Ａ区の事例紹介を

行った。ここで問題となったのが石槍の年代認定

である。

　縄文時代移行期の石槍は形態や大きさ、利用

石材から評価されることが多い。しかし、長さ

10cm未満のいわゆる中・小形石槍は石器集中を

形成していない限り時期の判別が困難である。

　また、縄文時代前期中葉から後葉にかけて東北

地方を中心に分布する押出型石槍とは、製作技術

に差異が認められないことがさらに石槍の帰属時

期に関して混乱を招いている。現に、岩宿フォー

ラムで集成した資料の中には、縄文時代前期の石

槍が若干含まれていた（註２）。

　シンポジウムでは、利用石材の傾向及び石器集

中が検出されていないことから、群馬県武尊山や

長野県八風山の黒色安山岩、群馬県赤谷層黒色頁

岩、多摩川のチャートや頁岩を主体的に用いる集

団による「狩場」、或いは関東各地域のキャンプ

地を結ぶ通過点に過ぎず、集団の拠点にはならな

かったと結論付けた。一方で、埼玉県中央～西部

の在地石材を用いる集団が少数存在し、縄文時代

移行期の当該地域で石槍製作を行っていたことを

中矢下遺跡Ａ区出土資料から推定した（水村・大

久保2018）。

　しかし、岩宿フォーラムで報告を行った後、共

同報告者であった大久保聡氏より、大田区郷土資

料館の企画展図録に、縄文時代前期後半の遺物集
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中に中矢下遺跡Ａ区出土石槍と石材やプロポー

ションが酷似した石槍がみられるという指摘が

あった。

　大田区郷土資料館の平成 20年企画展図録

『雪ヶ谷貝塚　縄文時代前期の文化と環境』と東

京都埋蔵文化財センターが1999年に刊行した

『多摩ニュータウン遺跡―No.753遺跡―』の報

告書をあたると、確かにそこには中矢下遺跡Ａ区

出土石槍に酷似したものが多くみられた。

　以上の経緯から、本稿では縄文時代草創期と位

置付けられている中矢下遺跡Ａ区出土石槍につい

て、出土状況の検討及び縄文時代前期後半の石器

集中に伴う石槍と比較を行い、再評価を試みる。

１　縄文時代移行期の大形石槍の概要

　旧石器時代・縄文時代草創期の狩猟具の編年は、

広義のナイフ形石器に始まり、槍先形尖頭器、細

石刃、大形石槍、有舌尖頭器と変遷していくこと

がおおむねの傾向である。

　また、細石刃石器群の終焉後である縄文時代移

行期にかけて、槍先形尖頭器石器群の復興と尖頭

器の大形化が認められることが一般的である（註

３）。その最たる例が、いわゆる神子柴・長者久

保系の石槍である。

　その後縄文時代へ移行すると、槍先形尖頭器は

有舌尖頭器、そして石鏃へと主要な狩猟具が取っ

て代わっていく。

　なお、関東地方の縄文時代移行期の石器群変遷

については、橋本勝雄氏により整理されており、

以下の大きく４時期に分けられる。

　1期は北方系細石刃石器群の波及である。２期

は二時期に区分しており、２a期は神子柴文化の

南下がみられる時期で、東北系珪質頁岩を多用し

た彫掻器・掻器・削器と在地産石材を多用した石

槍がみられる。２ｂ期は本ノ木型石槍の出現を特

徴とし、遺跡の局所的な分布と在地石材の多様に

特徴づけられる。３期は有舌尖頭器の登場で、関

東全域に遺跡が広がるが有舌尖頭器の出土は多く

が単独出土である。器種組成は有舌尖頭器に、尖

頭器、石斧であり、後半には石鏃が加わる。４期

は石鏃の発達で、長脚鏃や円脚鏃等をはじめとす

る鏃の多様化を経て草創期末以降は三角形鏃が基

本形となる（橋本2014）。

　このように、狩猟具としての石槍は縄文時代に

は石鏃へとその役割が変化していく。

　しかし、縄文時代早期以降であっても石槍はつ

くられる。縄文時代前期の東北地方では押圧剥離

を用いた精緻で優美な押出型石槍が出現し、その

製品が関東地方へもたらされている。

　関東地方の縄文時代前期には、この押出型石槍

をもとに在地産石材で「模倣」や「模造」が行わ

れた石槍が出現する。この石槍の模造品は本稿の

検討課題である縄文時代草創期の石槍との比較に

大きくかかわっており、詳細は後述する。

関東地方の大形石槍（第２・３図）

　縄文時代移行期の関東地方は、群馬県房谷戸遺

跡・荒砥北三木堂遺跡、千葉県元割遺跡、東京都

前田耕地遺跡といった大形石槍製作遺跡がいくつ

か確認されている。それらの製作遺跡では黒色安

山岩、黒色頁岩、頁岩、チャートなどを主体的に

用いて作られる特徴がある。

　また、これら製作遺跡に取り囲まれている大宮

台地や武蔵野台地北東部等の現在の埼玉県域に所

在する遺跡では、単独出土・表採資料で同様の石

材を用いた大形石槍の完成品や使用によって折損

したものがみられる。

　主な石材産地は、先述したように黒色安山岩に

ついては長野県八風山や群馬県武尊山等、黒色頁

岩は群馬県赤谷層群、頁岩・チャートは多摩川等

である。なお確実に八風山産とされる黒色安山岩

の大形石槍は消費地である関東地方では確認され

ていない（大工原ほか2020）。

　形態は幅広の木葉形、細身の柳葉形を基本とし、

いずれも鋭い刃部と先端部を持つ。細身の石槍の



―23―

1
2 3

45 6
7 8

9 10
11
1213 14

15
16

17
18
1920
21

2223
24

25

26
27

28 29
30

31 32
3334
35

36

3738
39

40
41 42

43 44
45

46
47

48
49

50
51

54

52
53

55
56
57

58
59

60

61

62

6364
65

66

67

68
69

70 71

72 73
74

7576
7778

79 80
81

82 83 8485
86

87
88

8990
91

92 9394
95

96
9798

99
100

101101

102
103104

105
106

107
108

109
110111111

112
113113

114 115
116117

118
119

120121122
123

124125
126

126

127
128

129129130
131131

132

133
134134

135135

136 137

138

139
140

141

142
143

144
145

146 147

148

149

150

中
川

元
荒
川

綾
瀬
川

江
戸
川

東川

柳
瀬
川

黒
目
川

白
子
川

新
河
岸
川

芝川

鴨
川

古利根川市野川

越
辺
川

入間川

高麗川
小畔川

荒川

利根川

都幾川

槻川

滑川

石神井川

神田川

野川

多摩川

秋川

空堀川

加治丘陵

武蔵野台地

入間台地入間台地

高麗丘陵

岩殿丘陵

松山台地

比企丘陵

北武蔵野台地

下総台地

加須低地

妻沼低地

秩父山地

大宮台地大宮台地

狭山丘陵狭山丘陵

番号 市町村名 遺 跡 名 番号 市町村名 遺 跡 名 番号 市町村名 遺 跡 名 番号 市町村名 遺 跡 名
38 桶川市 大平遺跡 76 打越遺跡 114 光山遺跡群

1 西大宮バイパス№１遺跡 39 薬師堂根遺跡 77 松ノ木遺跡 115 上組Ⅱ遺跡
2 西大宮バイパス№４遺跡 40 大山遺跡 78 八ケ上遺跡 116 御伊勢原遺跡
3 Ｂ－22号遺跡（土呂陣屋跡） 41 十二番耕地遺跡 79 三芳町 新開遺跡 117 青棚遺跡
4 Ｂ－13号遺跡 42 諏訪坂貝塚 80 大山第一遺跡 118 向山遺跡
5 氷川神社東遺跡 43 閏戸足利遺跡 81 泉水山・富士谷遺跡 119 地慶沼遺跡
6 Ａ－61号遺跡 44 黒浜拾九町遺跡 82 嵯峨山遺跡 120 柳戸遺跡
7 間の谷遺跡 45 荒川附遺跡 83 市場坂遺跡 121 高倉砦・天神前遺跡
8 上木崎三丁目遺跡 46 山の内遺跡 84 吹上原遺跡 122 雷電池東遺跡
9 山久保遺跡 47 帆立遺跡 85 丸山台遺跡 123 後Ｂ遺跡
10 中里前原北遺跡 48 天神前遺跡 86 白子宿上遺跡 124 一天狗遺跡
11 日向北遺跡 49 雅楽谷遺跡 87 和田遺跡 125 若葉台遺跡
12 上ノ宮遺跡 50 山崎北遺跡 88 武野原遺跡 126 中小坂地区
13 白幡中学校校庭内遺跡 51 金原遺跡 89 東の上遺跡 127 古凍１４号墳
14 一ツ木遺跡 52 前原遺跡 90 場北遺跡 128 古吉海道遺跡
15 大谷口向原遺跡 53 竹之下遺跡 91 野中遺跡 129 岩鼻遺跡
16 明花上ノ台遺跡 54 坊荒句遺跡 92 中砂遺跡 130 工業団地内
17 井沼方・井沼方馬堤遺跡 55 風早遺跡 93 清橋遺跡 131 大谷遺跡
18 大北遺跡 56 作之内遺跡 94 番場遺跡 132 西の谷遺跡
19 中尾中丸遺跡 57 貝の内遺跡 95 砂川遺跡 133 嵐山町 橋戸上遺跡
20 駒形南遺跡 58 浅間下遺跡 96 白旗塚遺跡 134 小川町 久保ヶ谷戸遺跡
21 松木遺跡 59 杉戸町 木津内貝塚 97 海谷遺跡 135 鳩山町 虫草山遺跡
22 宮本遺跡 60 久喜市 上早見新田西遺跡 98 高峰遺跡
23 北宿遺跡 61 加須市 前遺跡 99 宮前遺跡 136 代継・富士見台遺跡
24 大古里遺跡 62 羽生市 米の宮遺跡 100 御伊勢山遺跡 137 前田耕地遺跡
25 吉野原遺跡 63 熊谷市 向原遺跡 101 比良遺跡 138 瑞穂町 狭山遺跡
26 上野田西台遺跡 64 四反歩遺跡 102 狭山台遺跡 139 残堀東遺跡
27 岩槻城三の丸遺跡 65 鶴巻遺跡 103 狭山ヶ原遺跡 140 八幡山遺跡
28 玄蕃新田本田遺跡 66 東方城跡 104 東武蔵野遺跡 141 吉祥山遺跡
29 下野田本村遺跡 67 二の丸遺跡 105 箭ノ根遺跡 142 萩ノ尾地区
30 東裏西遺跡 68 ハケ遺跡 106 坂東山遺跡 143 砂野遺跡
31 椚谷遺跡 69 川崎遺跡 107 滝祇園遺跡 144 上ノ台遺跡
32 行衛往還通遺跡 70 上福岡貝塚 108 西久保遺跡 145 東村山市 №54遺跡
33 海道西遺跡 71 鷺森遺跡 109 芋久保遺跡 146 府中市 武蔵国分寺関連遺跡
34 叺原遺跡 72 本村遺跡 110 加能里遺跡 147 小金井市 西之台遺跡
35 源長寺前遺跡 73 西渡戸遺跡 111 中矢下Ａ遺跡 148 西東京市 田無南町遺跡
36 八本木遺跡 74 羽沢遺跡 112 三ヶ谷戸遺跡 149 三鷹市 井の頭池遺跡群
37 桶川市 大沼遺跡 75 東前遺跡 113 八王子遺跡 150 練馬区 武蔵関遺跡

東大和市

坂戸市

東松山市

滑川町

朝霞市

新座市

和光市

所沢市

所沢市

入間市

狭山市

飯能市

川越市

鶴ヶ島市

富士見市

東京都

あきる野市

武蔵村山市

蓮田市

宮代町

春日部市

深谷市

ふじみ野市

さいたま市

川口市

伊奈町

上尾市

蓮田市

埼玉県

富士見市

縄文時代前期の石槍
縄文時代移行期の石槍

中矢下遺跡 A区

多摩ニュータウン

No.753

塚谷遺跡

第１図　埼玉県・東京都内における縄文時代移行期・前期石槍出土遺跡分布（水村・大久保 2018 を転載・改変）
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番号 市町村名 遺跡名 番号 市町村名 遺跡名 番号 市町村名 遺跡名 番号 市町村名 遺跡名

埼玉県 38 桶）1|l|l 大平溢跡 76 打越溢跡 114 光山溢跡附

1 西大‘呂バイパスNo1遇跡 39 
伊奈町

薬師党根遇跡 77 宮士見市 松ノ木還跡 115 /I|越市 上紺ll還跡

2 西大宮バイパスNo4迫跡 40 大山追跡 78 八ケ 1追跡 116 御伊勢涼追跡

3 B-22号遺跡（土呂陣屋跡） 41 
上尾市

十二番耕地遺跡 79 三芳町 新開遺跡 117 齊棚遺跡

4 B-13号追跡 42 諏訪坂貝塚 80 大山第一追跡 118 向山追跡

5 氷／l|神社東遺跡 43 閏戸足利遺跡 81 朝震巾 泉水山• 宮士谷遺跡 119 地慶沼遺跡

6 A-61号遺跡 44 蓮rn巾 黒浜拾九町遺跡 82 新座19 嵯蛾山遺跡 120 餘ヶ烏Ij 柳戸遺跡
7 判の谷遺紛 45 荒川附遺跡 83 市場坂遺跡 121 面含砦・天神伯遺紛

8 上木崎三J目還跡 46 山の内遇跡 84 吹上原還跡 122 T屯池東還跡， lり久保遺跡 47 
迎田市

帆立遺跡 85 和光市 丸111合遺跡 123 後B遺跡

10 中里前原北洪跡 48 天神前泣跡 86 白了宿上泣跡 124 ー天狗溢跡

11 日向北遍跡 49 邪楽谷追跡 87 和出遺跡 125 若葉台遺跡

12 「ノ宮迫跡 50 山伯北迫跡 88 武野I京追跡 126 坂戸市 中小坂地区

13 内幡中学校校底内遺跡 51 宮代Il[ 金原遺跡 89 所沢市 東の上遺跡 127 古凍 14号墳

14 ーツ木遍跡 52 前原遺跡 90 場北遺跡 128 東松山市 古吉海逍遺跡

15 人谷口向原遺跡 53 竹之卜遺跡 91 野中遺跡 129 店出追跡

16 さいたま市 明花上ノ台遺跡 54 坊荒句遺跡 92 巾砂遺跡 130 工業団地1人

17 井沼h•井沼力馬捉遺跡 55 
春日部市

屈早遺跡 93 渚椙遺跡 131 滑／1|町 人谷遺跡

18 大北遠跡 56 作之内遇跡 94 香場還跡 132 曲0)谷還跡

19 中尾中丸迫跡 57 貝の内迫跡 95 砂）1|追跡 133 嵐山町 橋p1追跡

20 駒形南溢跡 58 浅間下迫跡 96 所沢市 白旗塚溢跡 134 小/11111/ 久保ヶ谷戸迫跡

21 松木追跡 59 杉戸町 木沖内貝塚 97 海谷遺跡 135 消山町 虫草山遺跡

22 宮本迫跡 60 久喜l|l 上早見新口西溢跡 98 高蜂溢跡 東京都

23 北紺遠跡 61 加須巾 前il'!跡 99 宮前il'!跡 136 あきる野市 代継•富士見台遠跡
24 大占里追跡 62 羽牛市 米の宮迫跡 100 御伊勢山迫跡 137 前田耕地追跡

25 吉野原迫跡 63 熊谷巾 向原溢跡 101 比良溢跡 138 瑞穂II/ 狭山溢跡

26 ト野田西台選跡 64 凹反歩追跡 102 狭山台逍跡 139 残堀東遺跡

27 岩槻城二の丸遺跡 65 
深谷市

鶴巻遺跡 103 狭山ヶ原遺跡 140 武蔵村111市 八幡山遺跡

28 立苗新田本田遺跡 66 東方城跡 104 入間巾 東式蔵野遺跡 141 吉祥山遺跡

29 下野田本村遺跡 67 ーの丸遺跡 105 箭ノ根遺跡 142 萩ノ尾地区

30 東哀西遇跡 68 ハケ還跡 106 坂東山還跡 143 束大和市 砂野潤跡

31 杷谷遺跡 69 川崎遺跡 107 狭山19 滝祇園遺跡 144 上ノ台遺跡

32 行衛往渇涌；け跡 70 ふじみ野市 上描岡貝塚 108 西久保溢跡 145 東村山l「i 1h54溢跡

33 淘道西遇跡 71 鷺森還跡 109 芋久保還跡 146 府巾巾 武蔵同分寺関迪遠跡

34 川n市 臥原追跡 72 本村追跡 110 加能里追跡 147 小金井市 西之台追跡

35 面長守前遺跡 73 凸渡戸遺跡 111 飯能Il 中矢 I、A遺跡 148 凸東京市 田無南町遺跡

36 八本木遍跡 74 冨士見巾 羽沢遺跡 112 ニケ谷戸追跡 149 三慮市 井の頭池遺跡群

37 桶川市 人沼遺跡 75 束前遺跡 113 八土チ遺跡 150 練悶区 武蔵関遺跡
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第２図　埼玉県内出土の縄文時代移行期の石槍（１）
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第３図　埼玉県内出土の縄文時代移行期の石槍（２）
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中には両側縁部が並行する本ノ木型石槍が含まれ

る。

　また、製作技術面では、大形の板状・ブロック

状素材を用い、完成形をイメージしながら周辺か

ら整形・調整加工を繰り返すことで両面調整体を

作成し、さらに薄く整形していく所謂「ソフトハ

ンマー成形調整技術」（大工原ほか2020）がみ

られる。

　小菅将夫氏は両面加工石槍の製作工程は以下の

ように大きく４工程に分けている。素材獲得段階

である第１工程では大形のハードハンマーを用い

板状・ブロック状素材を獲得する。第２工程は２

aと２bに分かれ、２aでは粗割整形し、この時

点で断面形が凸レンズ状になるように整形する。

２ｂでは尖頭器状に整形する段階で、ソフトハン

マーで厚みを除去しながら形状を整える。第３工

程ではソフトハンマーでさらに形状修正を行い、

先端を尖らせていく（小菅2018）。先端部の仕

上げの整形は押圧剥離を用いるケースがある可能

性も指摘されている（大場2018）。

　大きさは５cm前後の小形から10cmを超える

ような大形、20cmを超える超大形まで、その大

きさは多様である。

　利用方法は、投槍・突槍のほか、使用痕分析か

ら切裁具としての利用が確認されている（註４）。

　以上に概観したように、関東地方における縄文

時代移行期の石槍は、利用石材や規格性、技術的

特性がある程度定形化しているといえる。

２　比較対象資料

（１）中矢下遺跡Ａ区出土石槍（第４図）

　中矢下遺跡Ａ区は飯能市矢颪字中矢下に所在

し、加治丘陵尾根上の東端部に位置する。尾根西

部は夕日ノ沢遺跡、段丘の東へ一段下位には中矢

下遺跡Ｂ区がある。

　縄文時代の遺構は、早期の炉穴３基・土壙４基、

前期の竪穴住居跡３基・土壙14基、中期の土壙

６基が検出されており、縄文時代前期の集落を主

体とする遺跡である。土器は黒浜式土器を主体と

し、縄文時代前期中葉に位置づけられている。

　また、遺構外一括出土遺物では、黒浜式土器を

主体とし、諸磯a、諸磯b、諸磯ｃ式土器も多く

みられる。

　中矢下遺跡Ａ区では、遺構内出土の石器が少な

い一方で、遺構外の一括出土遺物として多量の石

器が出土している。多くは打製石斧や石鏃であり、

製品の多くは掲載されているが、剥片や良質頁岩

の石核、二次加工剥片等が未掲載遺物にみられる

ほか、小形の磨製石斧もある（註５）。なお、旧

石器時代の黒曜石製ナイフ形石器が１点みられる

第４図　中矢下遺跡 A区　遺構外出土の石槍

〗贋li賢［［ ］ ＇ ゚1頁岩（粗） 2頁岩（粗） こ

4頁岩（粗） 5粘板岩

', ¥ 

If| ; ! , "’ <) ＜二ご＞ 8チャート＼こ｝

7片岩 10cm 
1/3 
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ため、旧石器時代から活動痕跡があるようである。

利用石材は片岩、ホルンフェルス、頁岩が主体で

ある。

　遺構外一括出土遺物とされているため、土器・

石器の分布状況は確認できないが、遺物集中を形

成していた可能性が想定される。　

　中矢下遺跡Ａ区の遺構外一括出土遺物として石

槍が計８個体出土している。報告書内では、縄文

時代草創期に比定される製品であると推定されて

いる。利用されている石材は、片岩、粘板岩、粗

悪な頁岩（註６）等の結晶や節理が発達した剥

離性の低い石材（小菅2020）、チャートである。

以下に、資料実見による所見を列記していく。

　１は粗悪な頁岩でつくられており、裏面下端部

に自然面が残る。右側縁部は垂直打撃による階段

状剥離が顕著である。また、両側縁部の断面形は

丸みを帯びている。

　２は粗悪な頁岩でつくられており、裏面の一部

に自然面が遺存している。垂直打撃による階段状

剥離が顕著である。両側縁部の断面形は丸みを帯

びている。

　３は粗悪な頁岩でつくられており、極めて薄く

スレート状に剥離する。中央に大きな剥離を残

し、周縁は石質によるものか細かな剥離痕が連続

する。

　４は薄くスレート状に剥離する粗悪な頁岩でつ

くられている。石槍とするには粗雑で全体が丸み

を帯びており、所謂石槍状石器と称するような形

態である。裏面は大きく剥離しており、階段状剥

離がみられた。下端部は資料実見の結果自然面と

判断した。また、両側縁部は強く丸みを帯びてい

る。

　軽部達也・荻谷千秋両氏は、縄文時代草創期の

石斧集成の中で、草創期前・中葉の石斧として位

置付けている（軽部・荻谷2002）。

　５は粘板岩で作られており、資料実見では石質

状判断が困難であったが、裏面は主要剥離面では

なく中央に大きく自然面が残されていると思われ

る。垂直打撃による階段状剥離がみられ、両側縁

部・両先端部は丸みを帯びている。

　６は白色で光沢のある片岩で作られている。垂

直打撃による階段状剥離が顕著である。全面が著

しく摩耗しており、側縁部・先端部が丸みを帯び

ている。大きさは完形であれば、10cm以上の大

形と推定される。

　軽部・荻谷両氏の集成では、草創期前・中葉

の石斧として位置付けられている（軽部・荻谷

2002）。

　７は赤褐色の片岩でつくられている。裏面は中

心に沿って主要剥離面が残存している。薄手で、

両先端部は丸みを帯びる。垂直打撃による階段状

剥離がみられる。

　８はチャートでつくられているが、剥離が粗雑

で、厚みの除去がうまくできていない。基部は丸

く、サイズも小形と考えられる。

（２）多摩ニュータウン

No.753 遺跡出土石槍（第５図）

　多摩ニュータウンNo.753遺跡は、武蔵野台地

に位置し、縄文時代前期後半の墓壙・遺物集中区

を主体とする遺跡である。縄文時代の遺構は集石

４基、焼土跡１箇所、墓壙11基、遺物集中地点

５箇所である。

　墓壙及び、遺物集中区は前期後半に位置づけら

れ、５基の墓壙と遺物集中区からは諸磯式土器が

多量に出土している。また、遺物集中区は墓壙を

中心に展開しており関連性が窺われる。

　縄文時代前期後半の土器は、30,000点以上出

土しており、ほとんどが同時期の墓壙の周囲に分

布し、遺物集中区を形成している。また、諸磯式

土器の他、石槍や打製石斧をはじめとする総数

1,317点の石器類が含まれている。

　多摩ニュータウンNo.753遺跡では28点の石

槍が出土しており、このうち21点が遺物集中地

点①～③から出土している。
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　出土状況をみると、多摩ニュータウン№753

では遺物集中区出土がほとんどであり、多量の諸

磯式土器と共伴関係にある。多摩ニュータウン№

753遺跡出土の石槍が縄文時代前期後半である

ことは確実である。以下に特徴的な製品について

記述する。

　５はホルンフェルス製の横長剥片素材で、正面

に自然面、裏面には主要剥離面が大きく残る。周

縁加工で、先端部は欠失している。断面形は左側

縁部が丸みを帯びており、垂直打撃による敲き潰

れが示唆される。

　11はホルンフェルス製の横長剥片素材で、裏

面に主要剥離面が大きく残る。正面は左右から中

央に届く剥離が観察されるが裏面は周縁加工であ

る。先端部は丸く、実用性に乏しい。断面形をみ

ると特に右側縁が丸みを帯びており、垂直打撃に

より縁辺が潰れていると推定される。

　14は雲母片岩製で正面に自然面、裏面中央に

剥離面が大きく残る。先端部はシャープな形状だ

が、断面形状が凸レンズ状で他と比べると側縁部

の丸みが弱い。階段状剥離がみられ、垂直打撃に

よる整形と考えられる。

　16は砂岩製の横長剥片素材で、正面に自然面、

裏面に主要剥離面が大きく残る。周縁加工で、平

第５図　多摩ニュータウンNo.753 遺跡　遺物集中出土の石槍
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面形態は槍状を呈しているが、丸みの強い形状で

ある。直接打撃で周縁加工を施している。断面形

状は側縁部に弱く丸みを持つ。

　19は 16と同様に砂岩製で平面形態や加工の

方法、自然面や主要剥離面の残り方に共通性があ

る。断面形は16と比べて特に左側縁部の丸みが

強い。

　24は凝灰岩製の両面加工である。器体は肥厚

し、断面形状は側縁部に丸みを持つ不整形である。

垂直打撃によって槍状に整形されていると考えら

れる。

　このように石槍としてある程度の形を保ってい

るものは、５・11・14・16・19・22・24であり、

形骸化した石槍が多くみられる。21のように石

槍状を呈するが、形状がいびつな製品もみられる。

　また、ほとんどの製品が主要剥離面、自然面を

残す。利用石材は粘板岩、頁岩、砂岩、ホルンフェ

ルス、雲母片岩であり、在地系の剥離性に乏しい

石材を多用する傾向にある。加工は垂直打撃、直

接打撃で、多くは周縁加工である。

　10は整形の失敗による未成品であろうか。断

面が楕円形の棒状礫を素材とし、整形の初期段階

で垂直打撃によって器体中ほどで折損している。

（３）比較検討

　縄文時代移行期の石槍（第２・３図）は平坦剥

離によって、厚みを除去し、薄くすること意識し

ながらおおよそ左右対称になるように丁寧に仕上

げている。断面形は菱形～凸レンズ状になること

が多く、歪みのないものが多い。製作途上の所謂

ブランク（第２図１・第３図６・14）であっても、

丁寧な印象を持ち合わせている。

　調整はほとんどが両面加工で、中軸状に稜がで

きるように左右から直接打撃で仕上げている。側

縁部や先端部はシャープである。形態や細部調整

をみても、狩猟具としては実用的な仕上がりであ

る。

　一方で縄文時代前期後半に比定される多摩

ニュータウン№753遺跡の石槍は、周縁加工が

多く、自然面や主要剥離面が大きく残されている

ものが多い。形態もいびつなものが多く、断面形

は側縁部の丸みが強く、不整形なものが多い。直

接打撃、垂直打撃を用いており、階段状剥離も確

認される。

　利用石材の視点においても、節理に沿って剥が

れてたりする剥離性の乏しい石材を用いているこ

とから、黒色安山岩や黒色頁岩等の緻密で剥離コ

ントロールがしやすい石材を用いる縄文時代移行

期の石槍とは明らかに異なる。

　中矢下遺跡A区の石槍は、形態こそ整ったも

のが見受けられる（第４図５～７）が、断面形は

丸みを帯び、垂直打撃による階段状剥離が目立つ。

平面形態が整った石槍は、多摩ニュータウンでも

みられる（第５図５・11・14等）。また、多摩ニュー

タウン遺跡程自然面が大きく残る物はみられない

が、自然面、主要剥離面を残しているものがみら

れる。

　中矢下遺跡A区の石材については、粘板岩、

片岩、粗悪な頁岩等の縄文時代早期以降の打製石

斧にみられるような剥離性の低い石材が利用され

ている。

　出土状況をみると、多摩ニュータウンは遺物集

中出土がほとんどであり、30000点に及ぶ多量

の諸磯式土器と共伴関係にある。一方で、中矢

下遺跡A区は単独出土で点在している。しかし、

遺構外出土では多量の石器と黒浜式・諸磯式土器

が出土している。

　以上を比較してみると、中矢下遺跡A区と多

摩ニュータウンNo.753 遺跡の石槍は明らかに草

創期の石槍とは技術や利用石材の面で異なる。ま

た、両遺跡の石槍は技術・石材・出土状況等の共

通項が指摘できる。

３　石槍の模造品

　大工原豊氏は関東地方の縄文時代前期後半にお
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いて、東北地方を中心にみられる押出型石槍の模

造品（註７）がみられることを以下のように指摘

している。「地域・集団間の格差により押出型石

槍のような高度な技術情報は、うまく伝えられな

い状態がある。技術基盤のない者が威信材を必要

量入手できない状況で、所有願望が高まると模倣

（copy) ではなく模造（imitate) といった行為を

行うようになる（大工原2003 p24)。」

　模造石槍は同氏によって大きく３群に分類され

ている。第１群は石鏃系押圧剥離技術で作られた

ミニチュアサイズの製品である。第２群は垂直打

撃技法で作られ、刃部が作出されず、実用品とし

ての機能が損なわれているものである。第３群は

旧石器時代の槍先形尖頭器を素材に再加工したも

ので、下総地域に認められる（大工原2012）。

　また、関東地方における変遷状況について以下

のようにまとめている。黒浜式期は類例が少なく、

削器系押圧剥離による模造品が製作されている。

続く諸磯a～b古段階には、群馬・東京・埼玉・

神奈川の諸磯文化圏内で、直接打撃による石槍と

槍状石器が製作されている。諸磯ｂ中段階には、

押出Ⅱ型石槍の模造品が製作され、模造品が副葬

される事例が継続している。諸磯ｂ新段階以降に

は、直接打撃による石槍は存在するが、模造品は

減少している。副葬品としても見られなくなるこ

とから使用法などに大きな変化があったことを指

摘している（大工原2003）。

　埼玉県内で石槍の模造品を製作している代表的

な遺跡は、寄居町の塚屋遺跡である。塚屋遺跡は

諸磯a期の住居９軒、諸磯ｂ期の住居13軒、加

塚屋
塚屋 塚屋

塚屋

塚屋塚屋

第６図　埼玉県域出土の模造石槍
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9 芋久保黒色安山岩
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曾利E期の住居１軒が検出されている。土壙は

諸磯a・b期がほとんどで、多量の土器が含まれ

ていることから墓壙的性格とされる。塚屋遺跡で

は多量の石器が出土しており、打製石斧の製作技

術を利用した押出Ⅱ型石槍の模造品が多くつくら

れている（第６図１～６）。このような形骸化し

た結晶片岩製槍状石器（註８）が塚屋遺跡を中心

に多くみられ、塚屋型槍状石器という一つの型式

を成立させている（大工原2003）。

　また、埼玉県内では単独出土でいくつか確認さ

れており、寄居町鶴巻遺跡では柳葉形の石槍が出

土している（第６図７）。石材は報告書では砂質

頁岩とされている。実見したところ中矢下遺跡A

区でみられるような粗悪な頁岩に石質が類似して

いる。実物を見ると、プロポーションは草創期の

大形石槍に酷似するが、片面に大きく自然面が残

存し、周縁加工が施されている。

　遺構外出土であるため共伴する土器はみとめら

れず、鶴巻遺跡で出土している土器の中に諸磯式

土器はみられない。

　自然面を大きく残し、周縁加工を施す石槍は縄

文時代前期後半の特徴とされるため、単独出土で

はあるが、当該期の石槍であると考えられる。

　上尾市の十二番耕地遺跡では小規模な調査区か

ら遺物集中が検出されており、ホルンフェルス製

の石槍が出土している（第６図８）。出土してい

る土器の時期は幅広いが、諸磯式土器も一定量出

土している。

　上下の端部が欠失しており、ややカーブした形

状である。主要剥離面は大きく残され、周縁に加

工が施されている。縄文時代前期後半に特徴とさ

れる技術である。

　飯能市の芋久保遺跡では、落とし穴と推定され

ている土壙内から、草創期の石槍が出土している

（第６図９）。基部が欠損しているが、平面形は柳

葉形である。石材は黒色安山岩であり、薄い剥片

を素材としている。草創期に多用される剥離コン

トロールのしやすい石材ではあるものの、両面に

剥離面を大きく残し、周縁加工を施していること

から縄文時代前期後半の石槍であると推定され

る。

　このように、縄文時代前期後半でみられる石槍

の模造品は、単独出土であると草創期の石槍と誤

認されることがある。

　また、西大宮バイパスNo.4遺跡で検出された

草創期のデポとされる高原山産黒曜石製石槍の未

成品も然りである。これについては、男女倉型尖

頭器のブランクであるとの見解もある。関東地方

の縄文時代移行期の石槍に黒曜石製がほぼ認めら

れないため、草創期の石槍と誤認されている可能

性も考えられる。

　しかし、例外として、草創期とされる黒曜石製

石槍は栃木県矢板市の高原山にある原産地遺跡の

製品がある。この高原山黒曜石原産地遺跡では、

大規模な石槍製作址が検出されている。テフラ分

析の結果から草創期であることは間違いないが、�

西大宮バイパスNo.４出土の石槍が男女型尖頭器

のブランクであるとすれば、関東地方において原

産地外では確認できない製品ということになる。

中矢下遺跡A区の事例と似たようなあり方である。

　縄文時代移行期の大形石槍に利用される石材

は、黒色安山岩、黒色頁岩、チャート等が主体で

あり、両面加工で鋭い刃部や先端部を持つ形態的

に整ったものが多く作られる。やはりこれらの特

徴が、縄文時代移行期の石槍を認定していく上で

の判断材料となろう。そのような視点でみると、

中矢下遺跡A区の石槍は明らかにイレギュラー

な存在である。

４　結語

　以上、縄文時代移行期の石槍と縄文時代前期後

半の石槍との比較検討を行った。移行期と前期後

半の石槍にみられる特徴をまとめ、中矢下遺跡A

区出土石槍の時期について検証していく。
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縄文時代移行期

　①黒色安山岩、黒色頁岩。良質な頁岩・チャート・

ホルンフェルス等、緻密で節理面が発達し

ていない剥離性に富んだ剥離コントロール

のしやすい石材を利用している。

　②ソフトハンマーによる平坦剥離の両面加工、

で断面形が凸レンズ状になるように、左右

から仕上げていく。剥離が素材の中央に届

くため、中軸に沿って蛇行する稜線が形成

される。鋭い刃部と先端部が作出される。

　③自然面を残すものはなく、中央に大きく剥離

面を残すものや主要剥離面を残すものはほ

とんどみられない。

縄文時代前期後半

　①粘板岩、片岩、砂岩、粗悪な頁岩等、節理に

沿って薄くはがれるような剥離性の乏しい

石材を用いている。

　②垂直打撃や直接打撃で成形し、場合によって

は両極打法を用いる。これによって階段状

剥離痕が観察されることが多い。側縁部の

断面形は丸みを帯びる。

　③主要剥離面や自然面を大きく残し、周縁を加

工することが多い。

　なお、利用されている石材ついて、関東地方の

縄文時代移行期においては、黒色安山岩や黒色頁

岩、頁岩、チャート等の剥離コントロールが効く

良質な石材を利用している。一方で中矢下遺跡A

区や縄文時代前期後半の遺跡である多摩ニュータ

ウンNo.753等においては、片岩や粘板岩、砂岩

ホルンフェルス等の剥離コントロールが効きづら

い打製石斧に利用されるような石材を素材とする

傾向にある。

　以上から、中矢下遺跡A区出土の在地石材製

石槍は、その技術的特徴と利用石材から縄文時代

前期後半に特徴とされる模造された石槍である。

　埼玉県は、旧石器時代の遺跡が周辺と比べて極

端に少ないという特色がある。特に、縄文時代移

行期は、単独出土資料や表採資料がほとんどで、

石器集中を伴う遺跡は皆無である。

　このような特殊な状況下の中で、当該期の石槍

を判別する際には、従来の研究成果に沿った大小

のサイズや形態等から特定していく。そのため、

先入観で判断してしまう傾向にある。確かに、サ

イズや形態の一定の傾向というものは、縄文時代

移行期の石槍にはみられる。しかし、これは飽く

まで「傾向」なのである。

　現に、シンポジウムでは中矢下遺跡A区の石

槍は草創期であるとし、縄文時代前期の可能性は

疑わずに議論が進められた。今回取り上げた中矢

下遺跡A区の石槍は、縄文時代移行期の石材利

用と行動領域を考えるうえで重要な遺跡の一つで

あったことを考えると、報告者としては反省の思

いである。

　また、草創期の石器の誤認例は石槍のみに留ま

らない。橋本勝雄氏は神子柴型石斧を認定する際

の問題点を指摘している。旧石器時代前半期の石

斧や縄文時代早期から前期前半にみられる石斧

を神子柴型石斧と誤認されることが多い（橋本

2018）。

　中矢下遺跡A区でも神子柴型石斧とされるも

のが出土しているが、主要剥離面が大きく残るた

め、早期以降の石斧である可能性が高い。

　考古学は蓄積型学問であり、毎年調査・研究成

果が蓄積されつつある。過去の成果の再検証の結

果、全く異なる結論に達することもある。過去の

資料がそのまま現在の議論において有効か否かは

検証しなければならない。特に、石器は技術的側

面から積極的なアプローチをかけていく必要があ

る。

　石槍の消費地である大宮台地や武蔵野台地北東

部等において、石材利用や人の動きを明らかにす

るためには、正確な石材同定と縄文時代移行期に

おける大形尖頭器の製作技術を理解する必要があ

る。
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　また、縄文時代全体を通した石器製作技術等の

特徴を理解することも、縄文時代移行期という

様々な時代の遺物が混在する不安定な時代を研究

する石器研究者に求められている。

　本稿を執筆するにあたり、國學院大學兼任講師

の大工原豊氏に御助言を賜りました。末筆ながら

感謝いたします。

註１　白石浩之氏は著書『旧石器時代の石槍』の中で、

　　　「ヤリという道具が道具の発明された歴史的意

　　　義を評価して、槍先としての形をもつ石器を石

　　　槍（いしやり）と総称することにし、さらにそ

　　　れを形態的に限定するものとして、木葉形尖頭

　　　器、有舌（茎）尖頭器、あるいは東内野型尖頭

　　　器などと呼称することにする」（白石 1989,p

　　　３,ll.19-23）と述べている。本稿では、これに

　　　従い石槍と尖頭器の用語を使い分けることとす

　　　る。

註２　十二番耕地遺跡・鶴巻遺跡・芋久保遺跡出土の

　　　石槍（水村・大久保 2018）は縄文時代前期に

　　　比定される模造された石槍であると岩宿フォー

　　　ラム 2018 にて大工原氏より御教示いただい

　　　た。

註３　近年、神奈川県内の西富岡・長竹遺跡で、代官

　　　山型段階と野岳休場段階の間に介在する細石刃

　　　石器群と小～大形尖頭器が同一レベルの集中部

　　　で出土している事例が認められている（麻生

　　　2019）。

註４　長野県神子柴遺跡の使用痕分析により、ナイフ

　　　のような切裁具としての利用が明らかとなって

　　　いる（堤 2008）。

註５　中矢下遺跡Ａ区出土石器の未掲載資料について

　　　は、筆者・大久保聡両名が岩宿フォーラム

　　　2018 において「南関東北西部の様相」を執筆

　　　する際に資料の確認を行っている。しかし、資

　　　料数が膨大であったため、細部までは実見でき

　　　ていない。本文中に記載されている器種や石材

　　　は、その際に確認できたものの極一部であとい

　　　うことに留意したい。

註６　資料実見の結果、旧石器時代・縄文時代移行期

　　　の石器に頻繁に利用される石質の頁岩と区別す

　　　るために、便宜的に「粗悪な頁岩」との名称を

　　　付けた（水村・大久保 2018)。入間川で同様の

　　　石材が採取でき、見かけは粘板岩に極めて近い。

註７　本稿では、東北系珪質頁岩を素材とした押圧剥

　　　離系の模造品は取り扱わず、直接打撃の在地産

　　　石材を素材とした模造品を取り扱う。なお、押

　　　圧剥離系の模造品は茨城県梨ノ子木久保遺跡等

　　　で確認されており、縄文時代草創期の石槍と誤

　　　認されている。

註８　�塚屋遺跡など埼玉県を中心に直接打撃による石

槍の模造品が多数製作されている。多摩ニュー

タウン No.72 遺跡などでは、縄文時代中期に

なっても槍状石器が製作されていると大工原氏

により御教示いただいた。
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